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ア セ ト ン ・ ブ タ ノ ー ル 醗酵 に 關す る研究 （第2報）

　　　　　1 細 菌 の 分 離 並 に 檢 索 （續）

小 田 雅 夫

　 　 　 ｛1）

　第 1報 に 於 い て は 蒐集せ る試料 よ b目的 の菌の分離檢索を行 ぴ た る結果 と31株の 分離せ る細菌中

代表的 な もの として 選び た る 2菌株中 の 1株183號菌即 ち Bacillus．　felsineus　var ，　fermes4ensi・s の

性質に 就 い て 報告 し た 。

　本報に は選び た る2菌株中の 他 の 1株reし て新種 と認 め られ る 195號菌 の 性質に關 して 報告 する。

〔III〕　195號菌の 牲質

　試驗方法 は特に 示 さな い 限 り前報 の Bacillus　fetsineus　 var ．　formesaensisの 場含 と總 て 同様で

あ る。

　　　　　　　形 態 的 特 徴

　玉蜀黍醪を用ひ嫌氣的に培養 した場合 の 形態は 次の 如 くで ある。

　榮養細胞 ： 37° C に 於 い て 24時 間増養後の 榮養細胞は 端部に 圓味あ る桿腴で 多 くは 單獨叉 は 2

個蓮結 する もの で ある が 稀に 3〜7 個蓮結する もの も認 められ る 。 細胞の 大 さは O．　7・−1．0 ×2．2−

10．8μ で あ るが 0．7〜1．0× 5．　0 ・y6 ．7μ の もの が 多 い 。 老成 して 肥大せ る細胞に は 一端が稍 々 尖 つ

た もの も認 められ る 。

　胞子嚢細胞 （Sporangium）： 49時間培 養に 於け る胞子嚢細胞は紡錘腴の もの が 多い が 稀 に棍棒

朕の もの も認 め られ る 。 胞子 は細胞 の 中央 に位置する もの は 少 く多 くは申央 よ b稍 々 偏 りて存 し中

に は細胞の 一端 に近 く位置する もの が あ る。 胞子嚢細胞の 大さは 1．5・vl

’
．7× 5，0〜11．7μ で ある 。

　胞子 ； 形 は楕圓形 に して 大 さ は 1．3〜1．5× 2．0〜2．　5／i で ある。

　蓮動性 二 幼 若なる 榮養細胞は 活撥 に蓮動 し周生鞭毛 を有 する こ とを認 めた 。

　染色性 ； 玉蜀黍醪 に 37° C で 46時間培養 した もの に 就 い て試驗した 。

　（1 ） Gram 染色は 陽性 で あ る 。

　（ロ ） 沃度液で 幼若細胞は 細胞の
一
端乃至三分 の

一
を殘 し

一檬に染 色するが老成 し て 肥 大せ る細

　　　　胞 （37° C71 時間）は 逆に細胞 の
一端 乃至三分 の

一
の 所迄が 紫色に染 ま り殘 りの 部分は 不

　　　　染で 留 まる もの が 多 い 。

（ハ ） メ チ レ ン 青液 及び石炭酸 フ ク シ ン 液で共 va良 く染色せ られ る 。

　　　　　　　増 養 的 特 徴

　　　　　　　　（イ ） 固 體 培 養
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　 玉 蜀黍汁寒 天挙板増 養 ： ROSENTHAL 法に依 り嫌氣的 に 37° C に 於 い て 増養 し 7 日後 に増養基

の表面 に 白色露滴賦に して 直徑 0．6〜 1，2mm なる聚落を形成す る 。 聚落を低増 率で 鏡檢 す る に 犬

體 圓形で 帶 黄灰黒色 を呈 す る 。 増養基暦中 の 聚 落は 自色の 不整形で 直樫は 大體 1．0〜2，0mm で あ

る。 是 を低 墸卒 で 鏡檢する tt不整形で 申央 は灰黒色周線は黄褐色で あ る 。 聚落は表面の もの も唐中

1の もの も共 に 質緊宿に し て 壌 はれ難 い 。

　 麹汁 （12°B ）寒 天
：’P板培 養 ： 排氣 に よ る嫌氣培養に於 い て 5 日後 に増養基 の 表面 に 白色露滴状

に し て 直徑 O．8− 1．2mm なる聚落を形成 す る。 是 を低増率で 鏡檢す る に 大體整齊なる 圓形 に して

灰褐色 を呈 し内容は 均質で あ る 。 増 養基暦申 の 聚 落は 不整形ic し て 低 増率で 鏡檢す る に 灰褐色 を呈

し内容は 均質で あ る 。

　 玉蜀黍汁寒天劃線培養 ： 排氣法に よ り嫌氣的 に 37°C で培養 し 5 日後に劃線に 沿 ひ點 々 白色小数

腴 の 聚落 を形成 し培養基の 底部は凝縮水 中に 於け る發育に よ る 瓦斯の 發生の 爲二 三 の 龜裂 を生す 。

　 麹汁 （12
°B ）寒 天劃線培養 ： 排氣法並に RosENTHAL　Zalcよ り嫌氣的Vtz　37° C で 増養する に

其兩法 の 場 合共 に劃線上 に於 ける發育は困難であ るが時に劃線 に 沿 ひ點 々 自色 の 聚落の 形成せ られ

る 事が認め られ る 。 尚屡 々 試驗管底部の 凝縮水中に發育 して 自色 の 沈 渣を生 じ發生する瓦斯に よ り

増養基に龜裂 を生 じ時 に數佃の 塊片ic切斷せ られる こ とが ある 。

　 ペ プ ト ン （0，5％）添加麹汁 （5°B）寒 天劃線培養 ： 前記麹汁 （12
° B）寒天劃線培養の 場合 と同

様劃線上 に於け る發育は困難であ るが底部の 凝縮水中に は屡 々 發育す る 。

　牛乳寒天劃線培養 ： 排氣法 1こ よ ゆて嫌氣的 に 37°C で培養せ しre　8日後に．至る も發育は認 めら

れ なか つ た 。

　 麹汁 （12
° B ）寒天穿刺増養 ： 37° C に 於 い て 5 日後穿刺 口 に發育を認 めな い が 全穿刺線に 沿ひ

白色麺性の 棒状に發育 し増養基 に は發生する 瓦斯 に よ b て 龜裂 を生す 。

　 葡萄糖 （1 ％）添加 肉汁寒 天穿刺培養 こ 370C で 48時聞後穿刺 口に 發育を認 めす 穿刺線に 沿ひ

白色に 微に 發育す る 。 5 日後發育歌態に變化 を認 めな い o

　 麹 汁 （12°B）膠穿刺培養 ： 22°C で 5 日後小漏斗状に液化 され る が菌の 發育 は 不良に し て液申

に 白色の 菌體 が 小量俘溝する程慶で あ る。

　 葡萄糖 （5 ％）膠穿刺培養 ： 22° C で 5 日後培養基が 小漏斗腴 に 液 化され る が 菌の 發育は 不良

tcし て液中に 白色の 菌體が 小量淨游す る に 過 ぎ ない
。

　麹汁 （12°B）寒天振盈増養 二 37PC で 48時間後増養基層中 1こ 多數の 白色の 聚落を生 じ増養丿1賦

瓦 斯 の 發生 に よ り
’
〔生す ろ龜裂 に よ りて 塊 片に 切斷せ られ 7

）
　，．

　 馬齢薯 下板劃線培養 ：　 ぺ ト リ 皿 内馬齡薯
’1三板面に 劃線 し 排氣法に よ り 嫌氣的に 371C で 堆養

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

し48時間後劃線 の 一部 に 白色 に 僅 朔 こ發育 し目．つ 僅か な が ら發泡 を認 め る。 5 口後に は 馬齡 薯／版

の 表面に 白色の 皮膜状に發育 しべ ト リ皿 の 葢を開 くと ア セ ト ン ・プ タ ノ ール 臭が弧 い
。
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　　　　　　　　（の 液 體 培 養

　 液體培養は總て 排氣法に よ り賺氣的に 行 っ た。

　玉蜀黍醪 ； 37°C で 48時聞後發泡盛ん に して Head を有す 。 5 日後濠ぱ 強 く白濁 し液中獪多少

の 發 泡が 認 め られ Head の 表面器壁に 沿ぴ て も多少の 泡沫を有す。 液に ア セ ト ン ・プ タ ノ ール 臭

が 強い 。

　麹汁 （12’ B） ： 37° C で 48時間後液は 白濁 し液申に發泡盛んに して 液面は 泡沫で 覆 はれ る。 5

日後液 は 彊 く
．
白濁 し液中に發泡は最早認 め られ な い が 液面 は泡沫で 覆は れ 器底 に 白色の 粘質物を

生す 。 液に ア セ ト ン ・プ タ ノール 臭が ある。

　 ペ プ ト ン （0・5％）添加麹汁 （5° B ） ： 37° C で 5 日後液中 に 白色雲腴の 淨游物を有し液面に 白色

の 粘 質物を淨 べ 其上が 泡沫 を以て 覆は る。 液に ア セ ト ン ・プ タ ノ ー
ル 臭が ある。

　肉汁 ： 37° C で7 日後に も發育を認 めない 。

　葡萄糖 （1％）添加 肉汁 ； 37°C で 72時間後液は 白濁 し液中の發泡が盛ん で ある 。 5 日後液の 白

濁が更に強 くなる o

　牛乳 ； 37° C で 48時聞後液中に微に 發泡 を認 める 。 5 日後凝固 し液中に發泡 を認 め液面 に も泡

沫 を有す。 液 に ア セ ト ン ・ブ タ ノ ール 臭を有 し乳清は リ ト V ス 試驗紙で酸性を呈す。

　 リ ト マ ス 牛乳 ； 37° C で 48時閻後凝固 し リ ト マ ス は還元 され凝固物 は淡赤色を呈 す。 液中に 發

泡 を認 める。
8 日後凝固物 は幾分 ペ プ ト ン 化せ ．られ其量を減 じる 。

　凝固卵 白角桂片保有玉蜀黍醪 ： 玉蜀黍膠中の 凝固卵 自角桂片は 37°C で 48時聞後
一

部溶解せ ら

れ て 大さ を幾分減少 する 。 8 日後凝固卵 自角柱片の 溶解が進み 大さが更に 小 さくな る。

　　　　　　　生 理 的 性 質

　
’i ン ドール ：　ウ 4 ツ ヲ ・ペ プ ト ン 及び 葡萄糖を各 々 1％宛含有する肉汁に 37°C で 7 日間増養

した増 養液に就 ）・ て 北 里一Salkowski反 應並 に Ehrlich反應に 依 りて 試驗せ る に爾 反應共 に 陰性の

結果 が得 られ た 。 　　 　 ．

　稍酸還元性 ： 0・02％ の硝 酸加里 を添加 した麹汁 （12
° B） に 37°C で 72時間培養後遐元は 亞稍

酸 よ り先に迄進む こ とが認 め られた 。 即 ち増養液を Diphenylamin試藥で 硝酸 を 、Gries反應で 亞

誚酸 を試驗せ る に 何れ も檢出せ られなか つ た 。

亞轍 還元 性 ・ ペ プ ・ ・ （0．5％）添力r晒 1−（10・

．B）並 に繭 糖 （1％）添力1肉 ・
獣 硬 に

0・
．
005％ の 亞 誚 酸曹逹を 添 加 し た 2 種の 増 養 液 を 用 ぴ 37℃ で 5 「1間培養 し培 養液に 就 い て

Gries反應で 亞誚 酸を試驗せ る に陰性で あ り還元せ られ し こ とを認 めた 。

　硫化水素の 生成 ；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

c ・ ） ぺ み ・ 餔 ナ鱶 液 鉤 靴 ・煉 の 生成 ・ 黼 糖 （1％）添加 ウ n ・
… ベ プ ト ・ 鮪 剛

・

に 37° C で 培養 し 5Li後に醋酸鉛試驗紙が 僅 が に 黒變 し僅微に硫 化水素の 生成 す る こ とを認 め る 。
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　（ロ ） 亞硫酸の 還元 に よ る硫 fヒ水素の 生 成 ： 前記葡萄糖添加肉汁に 37°C で 42時間培養せ る も
　 ノ

の に Na ，SO ， を 0．1％ の 割合に 無菌的に 添加 して 再び 37°C に保ち しva　6
『
時間牢 後巳に 醋酸鉛試

驗紙 が顯著 に 黒變し硫化水i素の 生成を明か に 認 め る 。

　（・ 、 ） チ オ硫 酸の 還元 に よ る硫化水素の 生成 ：前記 葡萄糖添加 肉汁に 37° C で 22時間培養せ る も ．

の Fq　N ・・
S

・0 ・ を O．2・／e の 割合に無菌白勺に添加して 酵 37°C に保ち しに 5時間 ・暇 巳 に醋酸鉛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

試驗紙が顯著 に 黒變 し硫化水素の 生成 を明かに 認 める 。

　各種炭水 化物の 醗酵性 ：試驗の 結果 は次表の 如 くで ある 。

　 但 し供試の 炭水化 物類 中 Arabinose ，　Xylose ，　 Glucose，　Ga 正ac   se
，
　 Saccharese

，
　Maltose，　Lactose ，

　 Dex ・

　trin．　 Soluble　 S加 rch ，　 Inulin，　 Mannitol，　 Dulcitol，　 Saticin　It　Merk 瓧製、　 Rhamnose ，
　 Fructose，　 Ma 皿 nose ，

　RaMnose ，　 Sorbitol，　 Inositol　 Iミ　Kahlbaum 赴製、　 Pectin ば Fraenkel 　 und 　Intndau 肚製 、　Trehalose

　は Digestive 　Ferments 就 （Difco ）製 ．
　 ct−Methylglucoside

，
　 Glyeero1

，
　 Glyeogen ，　 Adonitol，　 guercito［

　は武 田琵學肚製 ，Ca −lac蝋 e ｛t大 日本 製藥仕製 の 純品た 用 ひ Celtulose　 lt東 洋 濾紙 會肚 の 定量 分析用濾 紙

　准 パ ル プ状に 解 い て 使 用 し六 。

試 　　
t

料 繁 殖 　　天 　　　斯

Arab 量nose

XyloseRhamnose

α ucoseFructose

Ma 皿 nose

Ga 置actose

Saccharose

MaltoseLactbseTrehalose

Ra田 nose

a −・Methy ｛glueoside

Dextr  

SoIub丘e 　S血 rch

G 夏ycogen

InuiinPectmCellulose

61ycero1．
Mannifor

Du 且eibo 互
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S 証iciuInositol

十

一
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十

幵

柵

幵

幵

什

幵
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一

十

掛
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十
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十
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幵
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幵
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一

ラ＋

什

研

柵

冊

（

什

幵
．

忖
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創
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駈

お
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　9uercitol　　　　　　　　　
．
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　@

　Adonitol 　　　　　　　　　 　　
ny

』　　　　 　

− Ca一  ctate 　　　　　　　　　 　　　・卩　　　　　　

　一 Contro1 　 　　 　　 　 　

　　 ・
（Non − − carbOhyd

te ） 　　註： 試驗 結果 の表 示 方法ば總て前va 　 tf 同

である。

酵生成物

4Q506

47D75

88

FD5FD 尸 0 　 　　 　 　 　 　 　 瓦 斯及 び 酸 の外 に ア セ トン 、正 プ チ ール ア ル コ ール 並に

チール ア ルコ ー ル を 生 成 す る 。
而 し て ア

セ
ト ン 、 正 プ チー ル ア ル コー ル 並にエ チールァルコー

の生 成比
奪
を ヨ濁 黍 醪 を 用ぴ37 °C に於い て 95 時間 醗 酵 せ しめた場合の醗酵液に就 いて Christe

en 法 に よりて 試 驗 せる 結果 の噸 ； を示せ ば是 等3 成 分 の 全 量 を100とする 時 ア セ トン ＝ 　 M ．
　64

正ブチールア
ル コ ーノ k ＝ 64 ．28 ， エ チ ール

ルコー ル需1 ． 08 で ある 。 　
醸 酵 と淵 度 の關係： 最適温度37°C 附近 ・最高温度 45・ − 46

C 附 近 、最 低温度22 ℃以下 で ある。 是

試驗成 績の詳 細は 別に 後 報する。 　

殖と空氣との黼係 ：嫌氣 性
あ る 。 　 　 　 　 　 　 　 類 縁 　 附 係 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　

　　　　　 　　 　 　 　 　 　 　　 　（e ） 　仁菌を類縁の

巳
知の菌糧と比 較するにBacillttS ’saccharebatyricus

v ． 　 KLECKI ， 　 Baciliu ∫
　　　　　　　　　　　　　

　
　　，：− ）　　　 　　　

　 　 　　　　　 ’　　　　　　　　 　（djamyiobatter 　A．　M 　 et 　BREDEMANN ，　Bacillu ∫macerans 　 S

ARDINGER 等とは 培養的特徴、 主 要 生 成物叉は 各 種 炭水化物に 對 する醗酵牲等に於いて相 異す る。最も近似す

は Clostridium 　

etebu− 　 　　　 　　　　 　　 〔 s ｝ tylicum 　McCoy 　e ヒaLである が同菌はRhamnose ， 　Inulln ，　
Trehalo

を醗酵して Sorbitol ， 　Pectin を醗 酵 せ す 叉 蛋自質の分解により て硫化承素
を 生成な さぐる に

し 本菌は　Rhamnese ， 　 lnulin ， Trehalo ＄ 『を醗 酵せ ず してSorbitol ，　 Pectin を醗

し且つPepton より硫化水素を隼成すう點等が 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　

　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　　　 〔ff ゾ　， 異る。飜つて本邦に於ける巳知の 此種の菌種と比較するにBaci 〃 u

@butyleacetenic ”s
　
OKAD ム はぜ ラチン培 養 基を液化 せ す Inulin ，　 Rhamno3e

醗醒する が本菌は ゼラチン 培養基を液化 し Inulin ， Rhamnose を醗 酵 せざる 點 が相

し 且 つ 胞 子 の 形 成 部 位 が 兩者相

ることが認められる。更に 　　　　 　 　　　 　　　 （ 7 ） Bacillus 　 b ”tyligenus 　MuTA は肉1 一
トに發育し炭水化

物 中 Rhamnos

C 　Trehalose ，　 Inul 三 n ，　Dulcito1 を 醗酵し て Pectin を 醗酵

ず 且 つ同菌は 穀類繆 に於けるアセトン・ プ タノール生成力 微弱なる に對
し
本菌は 肉 汁には 發育せ す 　Rhamnose ，　 Trehalos

C 　Inulin ， 　 Dulcitol を 醗 酵
せ すし て Pectin を 醸 酵 し 翁穀 類

繆 に
於

る ア セ ト ン ・ ブ タ ノ ー ル 生 成 力 が 旺 盛 な る事等

異する點が多い。叉 ・ 　　　　　　 　　　　　　　 　 　　 　　 （s） Bqcillas 　 b ”tanoleacgteni 　YUK
A− HORIEは胞 子嚢華田胞 が鼓撥歌 であ

り

筒 Inulin を醸酵して Sorbj 　 tol を醗酵せ す ．目 ．

45 ° C に 於い ては巳に醗酵 を營まざ る に 對 し本菌は胞子褻細胞が主 として 紡錘駅であり 叉 Inulin を 畷 酵 せ

して Serbitol を醗酵 し． 目 ．つ 45 〜46℃に於いても尚醗酵する點 等が異る。仍つて本菌を新種と認め Ba

llus 　 aceto − buta 〃 olicus 　 n ．　 sp ．
と

命名 する。 　 本研究には 文部省科 學

究費の
援
助に 買 ふ 處 大 で あ り研 究費の一 部 に 本 坊蔵吉角 が 浦 助な 與
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飼　版　設　明

【、 玉 蜀 黍汁寒天 上 聚落 ： 37°C に 於 い て 5 日 間培養ゼ る もの で 略實物大 で あ る 。

『
1 、 麹汁寒天 上 聚踏 ： 370C に於 い て 4H 間培養ゼ る もの で略資物大 で ある 。

L 玉 蜀黍醪 に 培養 （37ec）tf る 細胞で 略 1000倍大 で あ ろ 。

　 a＞ 41時間培養   榮費細胞

　 b）　72時間培養の 胞子嚢細胞

　 の　41時閲培養中 の 沃 度 に ょ り染色せ る細胞

　 ♂ ） 72時間培養中 の 沃度 に よ り築 色ゼ る 細胞

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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